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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤(J)の略中央部に配設される遊技部品(M)の裏側を覆蓋保護し得る裏カバー部材(3
3)と、機裏側に配設された複数の制御基板(20,22,24,29,30)とを備える遊技機において、
　前記裏カバー部材(33)における裏側の下部位置には、金属板からなる取付ベース体(42)
を着脱可能に配設した設置凹部(38)が形成され、
　外部から供給される所定電圧の元電源から前記複数の制御基板(20,22,24,29,30)に対応
する電源を供給し得る電源基板(34)は、収容ケース体(43)と、該ケース体(43)に着脱可能
に配設されるカバー体(51)とからなる収容箱体(52)の内部に収容セットされて、この収容
箱体(52)が前記設置凹部(38)の取付ベース体(42)に略水平姿勢で着脱可能に配設されると
共に、前記カバー体(51)の後部側には、電源基板(34)に設けられて前記複数の制御基板(2
0,22,24,29,30)と接続し得るコネクタ受部(58,59,60,61,62)や操作スイッチ(66)を外部に
挿通し得る通孔(64,68)を対応的に設けた段部(70)が形成され、
　前記電源基板(34)の周囲に前記複数の制御基板(20,22,24,29,30)が夫々配置される
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記取付ベース体(42)はＬ字型に屈曲され、その立上がり面(42a)が前側となる状態で
前記裏カバー部材(33)の設置凹部(38)に着脱可能に配設される請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記複数の制御基板は、音声制御基板(20)、主制御基板(22)、払出制御基板(24)、図柄
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表示制御基板(29)およびランプ制御基板(30)である請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、遊技盤の略中央部に着脱交換可能にセットされる遊技部品の裏側を覆蓋保護し
得る裏カバー部材を備えると共に、機裏側に遊技用の各種制御基板を備えた遊技機に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、代表的な遊技機であるパチンコ機の基本的な構成としては、外枠に組付けられた
前枠の各部に、窓枠、ガラス扉、上下の球皿、打球発射装置、球送り装置、各種の球処理
部等を有する機構セット盤等の遊技構成部材が夫々設置される。そして、前記前枠の正面
内部に遊技盤が着脱交換可能にセットされ、この遊技盤の遊技領域には、始動入賞具や通
入具の他に、所謂センター役物(例えば、液晶表示器等に表示される図柄が変動すること
で遊技を行なう図柄可変表示装置や、開閉部材が電気的に開閉して遊技球が内部に通入す
る電動式入賞装置等)等の遊技部品や、装飾ランプ類等の各種部材が適宜選択配置されて
いる。また、前記機構セット盤には、パチンコ機全体を制御するための主制御基板と、パ
チンコ機の各構成部を制御する、払出制御基板、図柄表示制御基板、音声制御基板、ラン
プ制御基板、発射制御基板等の各種制御基板が夫々所定部位に配置され、主制御基板に対
して各種制御基板が電気的に接続されている。更に、遊技盤の後方に突出した状態で配設
される前記遊技部品の裏側を覆蓋保護する裏カバー部材が、前記機構セット盤の裏側に着
脱可能に配設される。なお、前記主制御基板は前記裏カバー部材の背面に配設されている
。
【０００３】
なお、主制御基板を含む複数の制御基板が分離されて別々に配置されているパチンコ機で
は、機構セット盤の一側上部に配置される電源ユニットに外部から所定電圧(ＡＣ２４Ｖ)
の元電源の供給を受け、この電源ユニットと各制御基板とを夫々接続する電源配線を介し
て各制御基板に元電源を供給している。そして、各制御基板の内部に実装される電源生成
回路で、電源ユニットから供給された元電源から必要な電圧の電源を生成していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前記複数の制御基板の夫々が電源生成回路を備え、該回路において夫々の制御基板で必要
となる電圧(例えばＤＣ１２Ｖ,ＤＣ２４Ｖ等)の電源を生成する構成では、各制御基板の
コストが高くなるばかりでなく、各制御基板の小型化が妨げられる欠点が指摘される。ま
た、機構セット盤の一側上部に配置される電源ユニットと、該機構セット盤に点在する複
数の制御基板とを電源配線で接続する必要があるが、制御基板の配設位置によっては電源
配線が極めて長くなり、その配線処理が面倒となる難点がある。しかも、電源配線が長く
なれば、ノイズを拾って各種電気部品の誤作動等を招く畏れもある。
【０００５】
更に、前記各制御基板では、各基板に備えられるＣＰＵやＲＡＭ等のＩＣ回路を駆動する
ための電源電圧を個々に生成しているが、各制御基板に配設される電源生成回路の個体差
、あるいは電源ユニットから各電源生成回路に供給される元電源の電圧変動等に起因して
、各制御基板で生成されるＩＣ回路駆動用の電源電圧に誤差を生ずる畏れがある。更に、
前述の誤差を生じると、各制御基板間での信号の授受ができなくなったり、ＩＣ回路自体
が破損する等の問題が起きる欠点も内在している。
【０００６】
また更に、遊技機において後方に突出可能な大きさは、設置スペース等の関係から一定の
大きさ以上とすることは困難であるが、前記主制御基板は、遊技部品を覆蓋保護する裏カ
バー部材の背面に配設してあるため、その分だけ裏カバー部材の内部の深さ寸法(前後方
向の寸法)や上下・左右寸法を小さくする必要がある。このため、例えば遊技盤後方に大
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きく突出する大型の遊技部品を遊技機に配設することは困難であり、遊技性や迫力に欠け
る欠点が指摘される。
【０００７】
【発明の目的】
本発明は、前述した従来の技術に内在している前記課題に鑑み、これを好適に解決するべ
く提案されたものであって、遊技機に設けられる複数の制御基板の小型化とコストダウン
とを図り、また電源配線の長さを短かくして配線作業の簡略化およびノイズの低減を達成
し、併せて各制御基板のＩＣ回路駆動用の電源電圧を一括して生成することで基板間での
信号の授受等を確実に行ない得ると共に、遊技部品の裏側を覆蓋保護する裏カバー部材に
、深さ寸法や上下・左右寸法を充分に確保することで、大型の遊技部品であっても容易に
配設可能な遊技機を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するために、本願発明に係る遊技機は、
　遊技盤の略中央部に配設される遊技部品の裏側を覆蓋保護し得る裏カバー部材と、機裏
側に配設された複数の制御基板とを備える遊技機において、
　前記裏カバー部材における裏側の下部位置には、金属板からなる取付ベース体を着脱可
能に配設した設置凹部が形成され、
　外部から供給される所定電圧の元電源から前記複数の制御基板に対応する電源を供給し
得る電源基板は、収容ケース体と、該ケース体に着脱可能に配設されるカバー体とからな
る収容箱体の内部に収容セットされて、この収容箱体が前記設置凹部の取付ベース体に略
水平姿勢で着脱可能に配設されると共に、前記カバー体の後部側には、電源基板に設けら
れて前記複数の制御基板と接続し得るコネクタ受部や操作スイッチを外部に挿通し得る通
孔を対応的に設けた段部が形成され、
　前記電源基板の周囲に前記複数の制御基板が夫々配置されることを特徴とする。
【０００９】
【作用】
　遊技機背面の略中央部に配設された電源基板では、外部から供給される所定電圧の元電
源から、遊技機に配設される複数の制御基板で使用される電圧の異なる複数の電源を生成
し、該電源を対応する各制御基板に夫々供給可能とすることで、電圧の異なる複数の電源
を電源基板で一括して生成するので、各制御基板に電源生成回路を設ける必要はなく、各
制御基板の小型化を図り得ると共に製造コストも低減し得る。また、電源基板の周囲に複
数の制御基板を配置することで、電源基板と各制御基板とを接続する電源配線の長さは短
かくなり、配線処理が容易になると共にノイズの低減を図り得る。このとき、遊技盤に配
設される遊技部品の裏側を覆蓋保護し得る裏カバー部材の設置凹部に、金属板からなる取
付ベース体を着脱可能に配設して、該取付ベース体に前記電源基板を略水平姿勢で配設す
るので、この裏カバー部材内部の前後方向、上下方向および左右方向の寸法も充分に大き
く確保することができ、遊技盤の後方への突出量が大きい大型の遊技部品でも、該遊技部
品と当該裏カバー部材とが干渉することなく容易に配設することが可能である。
【００１０】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以下
詳細に説明する。なお本実施例では、遊技機として、開閉部材が電気的に開閉して遊技球
が内部に通入する電動式入賞装置(遊技部品)が遊技盤上に配設される第２種パチンコ機(
以下単にパチンコ機と云う)に実施される場合について説明する。
【００１１】
そこで、先ず本実施例のパチンコ機について、図１または図２を参照して要約説明する。
本実施例のパチンコ機Ｐは、その基本的な概略構成として、外枠Ａの開口前面側に対して
前枠Ｂが、連結支持手段および施錠手段を利用して着脱および開放可能に組付けられてい
る。そして前枠Ｂには、横開き式のガラス扉Ｄを組付けた窓枠Ｃと、ガラス扉Ｄの下部に
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おいて前枠Ｂに対して着脱および開放可能に組付けられる開閉セット板の前側に上球皿Ｅ
が組付けられると共に、該開閉セット板の後側に電動式の球送り装置(図示せず)等がセッ
トされている。また、前記前枠Ｂの下部に下球皿Ｆおよび打球発射装置Ｈ等が設置される
と共に、裏側に機構セット盤Ｇ等が装備され、更に該前枠Ｂの後側に設けた保持枠Ｋの正
面内部に、所要の遊技領域Ｉを構成した遊技盤Ｊが着脱交換可能にセットされる。
【００１２】
図３に示すように、前記遊技盤Ｊには、略円形状に湾曲形成したレール１０により囲まれ
た遊技領域Ｉの前側において、該遊技盤Ｊにおける略中央部には前記電動式入賞装置Ｍが
配置される。また、前記遊技盤Ｊの遊技領域Ｉの縦央やや下部には、遊技球の入賞をスイ
ッチ(図示せず)で検出することで、前記電動式入賞装置Ｍに形成される後述の開閉部材８
１,８１の夫々を２回開閉動させ得る第２始動入賞具Ｎ２が配設され、該第２始動入賞具
Ｎ２の左右両側部には開閉部材８１,８１を１回開閉動させ得る第１始動入賞具Ｎ１,Ｎ１
が夫々配設されている。なお、前記遊技盤Ｊの所要位置には、風車とも称されて遊技球用
の流下方向を任意に変更する案内車１１と、遊技状態に応じて照射パターンが変更制御さ
れる電飾装置１２等が配設されている。
【００１３】
ここで、前記電動式入賞装置Ｍの構成につき、図３または図４を参照して概略説明する。
前記遊技盤Ｊの略中央部に配設される電動式入賞装置Ｍは、該遊技盤Ｊの後方に大きく突
出する大型部材で、その内部には前後動可能な可動部材８３が配設された遊技室８４が画
成される。そして、前記電動式入賞装置Ｍの左右両側には、遊技盤Ｊの後方に配置する駆
動機構部８２の動作により同期的に開閉動作される一対の前記開閉部材８１,８１が配設
され、該開閉部材８１,８１の開閉動作に伴い、前記遊技室８４が開放または閉塞される
よう構成される。また、前記遊技室８４の下方には、通常領域８７および特定領域(所謂
Ｖゾーン)８６が夫々形成されており、遊技室８４内に入った遊技球がこの特定領域８６
に通入することで、特別遊技状態が発生する。なお、前記可動部材８３が前後動すること
で、前記遊技室８４内に入った遊技球を特定領域８６へ通入案内したり、通入を規制する
ようになっている。
【００１４】
また、前記特定領域８６に遊技球が通入して特別遊技状態になると、前記開閉部材８１,
８１は、所定時間が経過するか、前記通常領域８７または特定領域８６に遊技球が所定数
(例えば１０個)通入するまで開閉動作される。更に、前記特別遊技状態の際に遊技球が特
定領域８６に通入することを条件に、所定の回数(例えば１５回)まで、この特別遊技状態
が反復継続されるようになっている。そして、前記電動式入賞装置Ｍの上方には、発光ダ
イオードの発光により各種図柄を表示するドット表示式の図柄表示装置Ｑが配設されてお
り、最初に特別領域８６に遊技球が通入した際に、特別遊技状態の最大継続回数(例えば
１,５,１５等)が表示されるよう構成されている。なお、前記図柄表示装置Ｑは、前記電
動式入賞装置Ｍの後部に配設される図柄表示制御基板２９(図１１参照)により表示制御さ
れる。
【００１５】
また、前記機構セット盤Ｇは、前枠Ｂ裏側に位置する前記遊技盤Ｊセット用の保持枠Ｋの
裏側に着脱可能に装備され、図１に示す如く、該保持枠Ｋに対応し得る方形サイズに樹脂
成形された本体１３の中央部に遊技盤Ｊ裏面の点検用の窓口１４が開口され、遊技盤Ｊの
裏面に着脱可能に配設された裏セット部材１５がこの窓口１４内に臨んでいる。この裏セ
ット部材１５には、前記遊技盤Ｊや電動式入賞装置Ｍに形成された各種入賞用部品(各始
動入賞具Ｎ１,Ｎ２、特定領域８６または通常領域８７等)に入賞して裏側へ通出される遊
技球を排出案内する複数の通路(図示せず)が形成される。なお、以後の説明において、「
左」,「右」は、パチンコ機Ｐを裏側から視た状態(図１の状態)において指称するものと
する。
【００１６】
前記機構セット盤Ｇのその他の構成として、前記窓口１４の上部から右側部に亘る外周囲
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部に球貯留排出経路部１６等が配設されている。また、この球貯留排出経路部１６の下側
に、カセット形態とされる電動制御式の賞球払出装置Ｌが設置される一方、この賞球払出
装置Ｌの下方に、該装置Ｌから払出された賞球を前記上球皿Ｅまたは下球皿Ｆへ排出する
球排出経路(図示せず)が形成されている。そして、前記球貯留排出経路部１６に貯留され
た所定数の遊技球が、賞球払出装置Ｌの作動により賞球として払出されるようになってい
る。また前記窓口１４の下方に、遊技球を機外へ排出する球通出経路が形成される他に、
球抜き装置,賞球満杯検出装置および貸球用の検出スイッチ(何れも図示せず)等が夫々設
置されている。
【００１７】
前記機構セット盤Ｇにおける本体１３の裏側には、図１に示す如く、その上方右隅部に、
枠用の外部接続端子板１７が設置されると共に、前記窓口１４の下方には、前記打球発射
装置Ｈを制御する発射制御基板１８を収容した発射制御装置１９と、前記遊技盤Ｊでのパ
チンコゲームに応じた効果音を発生制御する音声制御基板２０を収容した音声制御装置２
１とが左右に離間して配置されている。また発射制御装置１９あるいは音声制御装置２１
と一部が前後の関係で重なるようにして、パチンコ機Ｐを全体的に制御する主制御基板２
２を収容した主制御装置２３および前記賞球払出装置Ｌを制御する払出制御基板２４を収
容した払出制御装置２５が左右に隣接する状態で本体１３に配置されている。なお、各制
御基板１８,２０,２２,２４のコネクタ差し込み口は、各基板に重なり合うことなく、全
て露出している。また、本体１３における払出制御装置２５の配置位置より上方には、前
記払出制御基板２４および主制御基板２２と賞球払出装置Ｌとを接続する払出中継基板２
６および発射制御基板１８に接続される電源分配基板２７が配置される。
【００１８】
また、前記遊技盤Ｊに配設される前記裏セット部材１５の裏面には、前記電動式入賞装置
Ｍの配置位置の左方に、ランプ中継基板(図示せず)およびランプ制御基板３０(図１１参
照)を収容したランプ制御装置(図示せず)が上下の関係で配置されると共に、該電動式入
賞装置Ｍの配置位置の下方に、主制御用中継基板(図示せず)が配置されている。そして、
前記ランプ中継基板、ランプ制御基板３０、主制御用中継基板の夫々が配設された裏セッ
ト部材１５の裏面には、前記電動式入賞装置Ｍの裏側を覆蓋保護する裏カバー部材３３が
開閉および着脱可能に取着されており、該裏カバー部材３３の下方に、前述の発射制御基
板１８、音声制御基板２０、主制御基板２２、払出制御基板２４、図柄表示制御基板２９
およびランプ制御基板３０に必要な電圧の異なる電源を夫々生成して供給し得る電源基板
３４を収容した電源装置３５が略水平状態の姿勢で配置されるようになっている(図４参
照)。すなわち、裏カバー部材３３に配置された電源基板３４は、遊技機裏側の略中央部
に位置し、この電源基板３４の周囲に、該電源基板３４から電源が供給される前述した主
制御基板２２、図柄表示制御基板２９、払出制御基板２４、音声制御基板２０、ランプ制
御基板３０、発射制御基板１８および電源分配基板２７が配置されるよう構成してある。
【００１９】
また、前記電源基板３４には、図１１に示す如く、主制御基板２２、払出制御基板２４、
図柄表示制御基板２９、音声制御基板２０およびランプ制御基板３０等で使用される電圧
の異なる複数の電源を、前記元電源から生成する複数の電源生成回路７４,７５,７６,７
７を備え、各回路７４,７５,７６,７７で生成された各電源が、後述のコネクタ受部５８,
６２,６０,６１,５９(図９参照)を介して対応する制御基板２０,２２,２４,２９,３０に
供給されるよう構成してある。なお、前記電源分配基板２７には、電源基板３４からＡＣ
２４Ｖの電源がそのまま供給されるようになっている。
【００２０】
図９に示すように、前記電源基板３４の右側部に電源プラグ６５が設けられ、該プラグ６
５に、外部電源に接続される電源コード７３(図１参照)が接続されて、該電源基板３４に
例えばＡＣ２４Ｖの電源が供給されるようになっている。また電源プラグ６５の後方に電
源スイッチ６６が配設され、該スイッチ６６のＯＮ－ＯＦＦ操作によって、電源の入・切
が行なわれる。更に、電源基板３４の後部側には、主制御基板用のコネクタ受部５８、図
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柄表示制御基板用のコネクタ受部６０、ランプ制御基板用のコネクタ受部６２、音声制御
基板用のコネクタ受部６１、払出制御基板用のコネクタ受部５９および電源分配基板用の
コネクタ受部６３が、左側から順に配設されている。これら各コネクタ受部５８,６２,６
０,６１,５９,６３は、当該電源基板３４を収容箱体５２に収容セットした際に、図５に
示すように、後述するカバー体５１の対応するコネクタ用通孔６４から上方に突出してお
り、その接続口に各制御基板２０,２２,２４,２７,２９,３０に設けられた電源配線用コ
ネクタ(図示せず)を簡単に接続し得るようになっている。
【００２１】
なお、前記主制御基板２２に図柄表示制御基板２９、払出制御基板２４、音声制御基板２
０およびランプ制御基板３０が接続されると共に、前記発射制御基板１８は、払出制御基
板２４に接続されるよう構成される。そして、前記遊技盤Ｊを交換して遊技内容を変更す
る際には、音声制御基板２０、主制御基板２２、図柄表示制御基板２９およびランプ制御
基板３０が遊技盤Ｊと共に交換され、払出制御基板２４および発射制御基板１８について
は各遊技内容に共通的に使用されるようになっている。
【００２２】
前記裏カバー部材３３は、図４～図８に示すように、全体が略矩形の箱形状に合成樹脂成
形されている。そして、前記裏カバー部材３３の上部位置に、裏セット部材１５の裏面に
対して大きな離隔空間の保護室３３ａを画成した箱部３６が形成されて、この箱部３６内
に前記電動式入賞装置Ｍの後方への突出部を収容保護するように構成される。また、前記
裏カバー部材３３の下部位置には、前記箱部３６における背面板部３６ａの下端部と僅か
に離間させると共に、その後方に略矩形の開口部３８ａが開口し、内部に収納空間３８ｂ
を備える筒状の設置凹部３８が形成される。なお、前記設置凹部３８は、図１に示すよう
に、遊技機Ｐの裏側の略中央部に位置するようになっている。そして、この設置凹部３８
の収納空間３８ｂに、前記電源装置３５がその段部７０(後述)を後方側(設置凹部３８の
開口部３８ａ側)として、略水平状態で収納配置される(図４または図５参照)。ここで、
前記設置凹部３８の開口部３８ａの上下方向の幅寸法は、前記電源装置３５の高さ寸法よ
り僅かに大きく設定されると共に、該設置凹部３８の後端部が前記箱部３６の背面板部３
６ａより後方に突出しないように構成されている。
【００２３】
前記裏カバー部材３３の着脱・開閉技術については、一例として図７および図８に示すよ
うに、連結支持手段として裏カバー部材３３の左側上下に形成された各支持片４６,４６
の孔４６ａ,４６ａと、前記裏セット部材１５の左側に取着された支持板４７(図４参照)
の上下の支軸４７ａとを利用して、上下方向への着脱と、左右方向への回動(横開き)が可
能に連結支持されている。また、係脱手段として裏カバー部材３３の図７において右側の
フランジ部４８の上下に配置された出没式の係止具(ピン状の止め具)４９と、裏セット部
材１５における右側上下に形成された係止筒部(図示せず)とを利用して、係脱(施錠およ
び解錠)可能に係止されるようになっている。なお、裏セット部材１５に対する裏カバー
部材３３の着脱・開閉技術に関しては、実施例の構成に限定されるものでなく、例えば裏
セット部材１５または裏カバー部材３３に配設した回動式止め具を相手側に係脱可能に係
止し得る形式のもの、等各種の構成のものを採用可能である。また、着脱・開閉手段と係
脱手段とは左右逆であってもよい。
【００２４】
また、図５～図７に示すように、前記箱部３６の背面板部３６ａには、放熱用の複数の長
孔３６ｂが形成されると共に、遊技盤用の外部接続端子板３９が着脱可能に収納配置され
る端子板収納部３７が凹設されている。また箱部３６の背面板部３６ａの下端部には、前
記設置凹部３８の上側に臨む位置に、放熱用の複数の放熱口３６ｃが開設されている。
【００２５】
更に、前記裏カバー部材３３の設置凹部３８に配設される電源装置３５は、図９に示すよ
うに、合成樹脂製で方形皿状に形成された収容ケース体４３に、着脱可能にカバー体５１
を組付けることで収容箱体５２を構成し、該収容箱体５２の内部に画成される収容室５３
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に電源基板３４を収容セットするように構成される。そして、箱体単位で取扱い得る該電
源装置３５は、後述する取付けベース体４２を介して前記設置凹部３８に略水平姿勢で取
付けられる。
【００２６】
前記取付けベース体４２は、前記設置凹部３８に対する電源装置３５の取付け強度を向上
すると共に、前記電源基板３４に対するノイズ防止を図るものとして、図５に示すように
、略矩形の底板部４２ｂの一方の長辺から立上がり面４２ａが屈曲されたＬ字型の金属板
から構成される。なお、前記底板部４２ｂにおける左側の短辺には、前記収容ケース体４
３を当接させることで位置決めし得る係止片４２ｃが形成されている。そして、この取付
ベース体４２は、係止孔と係止片による係止手段やネジ等の従来公知の各種連結手段(図
示せず)により、前記立上がり面４２ａが前側(設置凹部３８の奥側)となる状態で、前記
裏カバー部材３３の設置凹部３８に着脱可能に配設される。また、前記取付けベース体４
２における略矩形の底板部４２ｂには、図９および図１０に示す如く、上下および左右に
離間する４箇所に、収容ケース体４３を係脱可能に係合する第１の係合手段としての係合
片５５が、夫々上方(収容ケース体４３側)に向けてＬ字状に立上がるよう折曲形成されて
いる。なお、前後に対向する係合片５５,５５では、底板部４２ｂから離間する端部で略
平行に折曲された片部が対向する向きとなるよう設定される。
【００２７】
前記収容ケース体４３は、合成樹脂材により方形蓋皿状に形成されたもので、その底板部
４３ａに電源基板３４が収容設置されるようになっている。この収容ケース体４３におけ
る底板部４３ａの外面(取付けベース体４２を指向する面)には、図１０に示す如く、前記
取付けベース体４２の各係合片５５に対応して第１の被係合手段としての被係合片５６が
夫々形成されており、前後に対向する被係合片５６,５６では、底板部４３ａから離間す
る端部で略平行に折曲された片部が相反する向きとなるよう設定される。すなわち、取付
けベース体４２に対して収容ケース体４３を、各係合片５５の右側に対応する各被係合片
５６を臨ませた状態で、該収容ケース体４３を左方へスライドすることによって、係合片
５５に被係合片５６が上下の関係で係合して、取付けベース体４２に対して収容ケース体
４３の抜け止めがなされると共に、該取付ベース体４２の係止片４２ｃに収容ケース体４
３が当接することで位置決め保持されるよう構成される。
【００２８】
また、図９または図１０に示すように、前記収容ケース体４３の左右の両側端部には、第
２の係合手段としての係合突起５７が前後に離間して複数突設されると共に、該ケース体
４３の後端部には、同じく第２の係止手段としての係合突起５７が左右方向の略中央に突
設されている(なお、図９では左側端部の係合突起を図示せず)。そしてこれら複数の係合
突起５７を介して、該収容ケース体４３に前記カバー体５１が着脱可能に取付けられるよ
う構成してある。
【００２９】
前記カバー体５１は、前記電源基板３４を透視可能に覆蓋保護するものであって、透明な
合成樹脂材により箱状に形成され、その上面５１ａおよび前後面５１ｂ,５１ｃには、放
熱用の孔部５１ｄが多数形成されている。また、図９または図１０に示すように、カバー
体５１の後方には段部７０が形成され、該段部７０に、前記電源基板３４に設けられる各
コネクタ受部５８,５９,６０,６１,６２,６３を外部に挿通するためのコネクタ用通孔６
４が対応的に設けられると共に、電源基板３４に設けられる電源プラグ６５や電源スイッ
チ６６を外部に挿通するためのプラグ用通孔６７およびスイッチ用通孔６８も対応的に設
けられている。
【００３０】
前記カバー体５１における左右の側端部および後端部には、第２の被係合手段としての係
合孔７１が、前記収容ケース体４３の各係合突起５７と対応する位置に形成されており(
図９または図１０参照)、これら複数の係合孔７１を収容ケース体４３の対応する係合突
起５７に係合することで、該カバー体５１が収容ケース体４３に工具等を用いることなく
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着脱可能に取付けられるようになっている。また、図１０に示すように、カバー体５１の
収容ケース体４３を指向する内面側の周縁部に、収容ケース体４３の底板部４３ａに収容
された電源基板３４に当接する複数の位置決め片７２が突設されており、収容ケース体４
３にカバー体５１を取付けたときに、前記収容室５３に収容される電源基板３４を、底板
部４３ａと位置決め片７２とにより上下から挟持することで位置決めセットするよう構成
される。すなわち、収容ケース体４３およびカバー体５１に対し、電源基板３４はネジ等
の固定手段を用いることなく位置決めセットされるようになっている。
【００３１】
【実施例の作用】
次に、前述のように構成された本実施例に係るパチンコ機Ｐの作用につき説明する。
【００３２】
本実施例のパチンコ機Ｐは、遊技盤Ｊの下方に配設された第１または第２始動入賞具Ｎ１
,Ｎ２に遊技球が入賞すると、該遊技盤Ｊの略中央部に配置されている電動式入賞装置Ｍ
の開閉部材８１,８１が１回または２回開閉動され、該電動式入賞装置Ｍの遊技室８４に
遊技球を通入可能とし、通入した遊技球を可動部材８３の前後動等により特定領域８６ま
たは通常領域８７に通入させることで遊技が行なわれる(図３参照)。このとき、パチンコ
機Ｐの各部を制御する主制御基板２２、図柄表示制御基板２９、払出制御基板２４、音声
制御基板２０またはランプ制御基板３０等に電源を供給し得る電源基板３４を収容箱体５
２の内部に収容セットされた電源装置３５が、Ｌ字型に屈曲した取付ベース体４２に取付
けた状態で、前記遊技盤Ｊの後方に突出する前記電動式入賞装置Ｍの裏側を覆蓋保護する
裏カバー部材３３の下部位置に形成される設置凹部３８に、当該電源装置３５(電源基板
３４)を略水平姿勢に保持して収納配置される。
【００３３】
すなわち、前記電源基板３４は、図１に示す如く、パチンコ機Ｐの裏面の略中央に位置す
ると共に、該電源基板３４に電源配線を介して接続される主制御基板２２、払出制御基板
２４、図柄表示制御基板２９、音声制御基板２０、ランプ制御基板３０および発射制御基
板１８に接続される電源分配基板２７が、該電源基板３４の周囲に纏めて配置されている
ので、電源基板３４と各制御基板２０,２２,２４,２７,２９,３０とを接続する電源配線
の長さを短かくすることが可能である。すなわち、前記電源基板３４と各制御基板２０,
２２,２４,２７,２９,３０との配線処理が容易になると共に、ノイズの影響も受け難くな
るため、誤動作や故障等の発生を効果的に低減し得る。また、基板間の電源配線の長さが
短かくなるため、途中に不正な基板を取付けるのを防止できると共に、不正な基板を早期
に発見することも可能となる。なお、図５に示すように、前記電源装置３５をＬ字型に屈
曲した取付ベース体４２に配設することで、電源基板３４に対するノイズの影響を一層低
減することができ、より効果的に誤動作や故障等の発生を抑制することができる。
【００３４】
また、図４～図６に示すように、前記電源装置３５(電源基板３４)を、前記裏カバー部材
３３の下部位置に形成される設置凹部３８に略水平姿勢で配設し、該裏カバー部材３３の
箱部３６と設置凹部３８とが重なり合わないようにすることで、前記電動式入賞装置Ｍを
覆蓋保護して収容し得る保護室３３ａの深さ方向や上下・左右方向の寸法を、充分に大き
くすることができる。すなわち、例えば可動部材８３が前後動されるような、遊技盤Ｊの
後方に大きく突出するような大型の電動式入賞装置Ｍであっても容易に配設し得るように
なる。
【００３５】
そして前記電源装置３５(電源基板３４)を略水平姿勢で配置する際に、図５、図９または
図１０に示すように、前記電源基板３４と各制御基板２０,２２,２４,２７,２９,３０と
を接続し得るコネクタ受部５８,５９,６０,６１,６２,６３が、前記電源装置３５の後方
側(前記設置凹部３８の開口部３８ａ側)となる段部７０に形成することで、これによって
も電源配線を取回す長さを短かくすることが可能である。更に、各コネクタ受部５８,５
９,６０,６１,６２,６３に対する夫々の制御基板２０,２２,２４,２７,２９,３０の電源
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接続用コネクタ(図示せず)の取付けや取外し作業を容易に行なうことができる。また、前
記電源装置３５における段部７０には電源スイッチ６６も配設されるため、電源のＯＮ－
ＯＦＦ操作を容易に行なうことができる。なお、全てのコネクタ受部５８, ５９,６０,６
１,６２,６３を纏めて配置することで、接続されている配線が容易に分かり、不正な基板
の取付け防止を図り得る。また更に、裏カバー部材３３は、前記電源装置３５と共にワン
タッチで開放し得るよう構成してあるから、該カバー部材３３で覆われている基板(裏セ
ット部材１５に配設されているランプ中継基板やランプ制御基板３０、主制御用中継基板
等)も容易に確認でき、基板確認のために他基板を取外したり取付ける作業を行なう必要
はない。
【００３６】
また、パチンコ機Ｐの球貯留排出経路部１６はノイズが多く発生する部位であるが、前記
電源基板３４は該経路部１６から離間しているから、ノイズの影響を少なく抑えることが
できる。なお、前記裏カバー部材３３は、電動式入賞装置Ｍや各種基板を保護するべく機
能するものであるが、その下部側には裏セット部材１５が臨むだけで比較的スペースのゆ
とりがある部分であり、従来はこの部分の有効利用がなされていなかった。しかし、実施
例ではこの部分に設置凹部３８を設けて電源装置３５(電源基板３４)を配設したので、ス
ペースの有効利用を図り得ると共に、該電源装置３５(電源基板３４)を略水平姿勢とした
ので、その専有面積が低減されて、より効果的に各制御基板を配置することが可能である
。
【００３７】
なお、実施例では遊技機裏面を見た場合に、前記裏カバー部材３３を開放した状態におい
ては、各制御基板を取外すことなく、少なくとも主制御基板２２および払出制御基板２４
のＣＰＵ(ＲＯＭ)を確認することができるように各制御基板が配置されている(図１参照)
。すなわち、各制御基板を取外すことなく、不正なＣＰＵ(ＲＯＭ)を早期に発見すること
が可能となっている。また、前記電源基板３４で、主制御基板２２、払出制御基板２４、
音声制御基板２０、図柄表示制御基板２９およびランプ制御基板３０で使用される電圧の
異なる複数の電源を一括して生成するから、各制御基板毎に電源生成回路を備える必要は
なく、各制御基板を小型化し得ると共にコストを低減することができる。なお、実施例で
は前記発射制御基板１８は独自の電源生成回路を備えているが、少なくとも前記主制御基
板２２および該主制御基板２２に直接接続される払出制御基板２４、音声制御基板２０、
図柄表示制御基板２９およびランプ制御基板３０の遊技盤Ｊの交換の際に交換される基板
には電源生成回路は配設されていないから、コスト削減に大きく寄与するものである。
【００３８】
【変更例】
実施例では、主制御基板および該主制御基板に直接接続される払出制御基板、図柄表示制
御基板、音声制御基板およびランプ制御基板で使用される電圧の異なる複数の電源を電源
基板で生成する場合で説明したが、前記発射制御基板で使用する電圧の異なる複数の電源
も該電源基板で併せて生成するようにすることも可能である。この場合には、前記発射制
御基板を電源分配基板を介することなく電源基板に接続するが、該発射制御基板も他の制
御基板と同様に電源基板の周囲に配置されているから、両者を接続する電源配線の取回し
長さは短かく、ノイズの影響は低減される。また電源基板で生成する電源は、最低限、遊
技盤の交換に伴って交換される主制御基板、図柄表示制御基板、音声制御基板およびラン
プ制御基板に使用されるものであればよく、払出制御基板や発射制御基板においては各自
が電源生成回路を備える構成であっても良い。
【００３９】
また、前記裏カバー部材に電源装置を着脱可能に配設する構成は、実施例に限定されるも
のでなく、従来公知の各種手段を採用し得る。更に、収容箱体を構成する収容ケース体と
カバー体における係合手段と被係合手段を実施例とは逆の構成としたり、一方の部材に配
設した弾性変形可能な係合フックを利用して組付ける構成を採用し得る。なお、取付ベー
ス体に対する収容箱体の取付け手段も、実施例のようにスライドにより係脱する構成に限
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らず、孔とフック等を利用して上下に着脱する方式等、他の構成を採用することができる
。また、裏カバー部材は、機構セット盤に配設するようにしたものであっても良い。更に
、電源基板は遊技盤交換の際の非交換部品であるので、遊技盤交換の際の非交換部品に配
設することが望ましい。
【００４０】
なお、遊技盤に配設される遊技部品としては、実施例に示した可動部材が前後動する構成
の電動式入賞装置に限られず、所要に応じた構成の電動式入賞装置とすれば良く、更に液
晶表示装置や回転ドラム式表示装置等の電動式入賞装置以外の種々の遊技部品を配設する
ことも可能である。ここで、液晶表示装置等を遊技部品として配設する場合には、図柄表
示制御基板は遊技部品の後方に配置すると共に、裏カバー部材における箱部の保護室内に
収納すれば、該裏カバー部材の下部位置に形成される設置凹部に配設される電源基板との
電源配線を短くすることができ、配線処理の容易化やノイズの低減等を図ることが可能で
ある。また、実施例では遊技機として第２種パチンコ機を例にして説明したが、これに限
られるものではなく、第２種パチンコ機と同様に遊技盤後方に大きく突出する大型の遊技
部品を備える第３種パチンコ機や、その他第１種パチンコ機、アレンジボール機等にも好
適に採用でき、遊技部品の裏側を覆蓋保護し得る裏カバー部材と、各種の制御を行なう複
数の制御基板を備える遊技機に好適に実施し得る。
【００４１】
【発明の効果】
　以上説明した如く、本発明に係る遊技機では、複数の制御基板に電源を供給し得る電源
基板を、遊技部品の裏側を覆蓋保護し得る裏カバー部材の下部位置に形成した設置凹部に
配設した金属板からなる取付ベース体に配設すると共に、該電源基板の周囲に各制御基板
を配置したので、電源基板と各制御基板とを接続する電源配線の長さを短かくすることが
でき、配線処理が容易になると共にノイズの影響を受け難くし得る。また、基板間の電源
配線の長さが短かくなるため、途中に不正な基板を取付けられるのを防止できると共に、
不正な基板を早期に発見することが可能となる。
【００４２】
また、各制御基板で使用される電圧の異なる複数の電源を前記電源基板で一括して生成す
るから、各制御基板毎に電源生成回路を備える必要はなく、各制御基板を小型化し得ると
共にコストを低減することができる。更に、各制御基板に配設されるＩＣ回路駆動用の電
源電圧も電源基板で一括して生成しているから、各制御基板でのＩＣ回路駆動用の電源電
圧に誤差を生ずることはなく、制御基板相互の信号の授受に支障を来たしたり、回路自体
が破損するのを好適に防止し得る。
【００４３】
前記電源基板を前記設置凹部に略水平姿勢で配設したことで、遊技部品の裏側を覆蓋保護
する前記裏カバー部材の前後方向の深さ寸法や上下・左右寸法として充分な大きさを確保
することができ、遊技盤の後方に大きく突出する大型の遊技部品でも容易に配設すること
が可能となる。また、前記電源基板は収容箱体単位で取扱い得ると共に、裏カバー部材に
対して着脱可能とすれば、該電源基板のメンテナンスや交換を簡単に行なうことができる
。そして、略水平姿勢で配設される電源基板の後方側にコネクタ受部や操作スイッチを外
部に露出するように設けることで、各制御基板の取付け・取外しや電源のＯＮ－ＯＦＦ等
を容易に行なうことができる。
【００４４】
なお、前記電源基板を収容セットした収容箱体を、金属板からなる取付ベース体を介して
前記設置凹部に配設することで、電源基板に対するノイズ等の影響を一層低減することが
でき、より効果的に誤動作や故障等の発生を抑制することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機の背面図である。
【図２】実施例に係るパチンコ機の正面図である。
【図３】実施例に係るパチンコ機の遊技盤を示す正面図である。
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【図４】実施例に係る裏セット部材および裏カバー部材を配設した遊技盤を示す側面図で
ある。
【図５】実施例に係る収容箱体、取付ベース体および裏カバー部材を分解状態で示す斜視
図である。
【図６】実施例に係る裏セット部材および裏カバー部材を配設した遊技盤を示す背面図で
ある。
【図７】実施例に係る裏カバー部材を示す背面図である。
【図８】実施例に係る裏カバー部材を示す側面図である。
【図９】実施例に係る電源装置をカバー体、電源基板および収容ケース体に分解した状態
を示す斜視図である。
【図１０】実施例に係る、収容ケース体とカバー体にと分解した収容箱体と取付けベース
体を示す平面図である。
【図１１】電源基板と各制御基板との電源供給の関係を示す制御ブロック図である。
【符号の説明】
２０　音声制御基板
２２　主制御基板
２４　払出制御基板
２９　図柄表示制御基板
３０　ランプ制御基板
３３　裏カバー部材
３４　電源基板
３８　設置凹部
４２　取付けベース体
４２ａ　立上がり面
４３　収容ケース体
５１　カバー体
５２　収容箱体
５８　コネクタ受部
５９　コネクタ受部
６０　コネクタ受部
６１　コネクタ受部
６２　コネクタ受部
６４　コネクタ用通孔
６６　電源スイッチ(操作スイッチ)
６８　スイッチ用通孔
７０　段部
Ｍ　電動式入賞装置(遊技部品)
Ｊ　遊技盤
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